
個人情報取扱特記事項 

第１ 基本的事項 

受託者（以下「乙」という。）は、個人情報保護の重要性を認識し、この契約による業務（以下「業務」とい

う。）の処理上知り得た個人情報（以下「個人情報」という。）については、個人情報の保護に関する法律（平

成十五年法律第五十七号）を遵守し、個人の権利及び利益を侵害することのないよう適正に取り扱わなけ

ればならない。 

第２ 適正な管理 

乙は、個人情報の漏えい、滅失及び改ざんの防止その他の個人情報の適正な管理のために必要な措置

を講じなければならない。 

第３ 秘密の保持 

乙は、個人情報を他に漏らしてはならない。業務が完了し、又はこの契約を解除された後においても同様

とする。 

第４ 目的外使用等の禁止 

乙は、委託者（以下「甲」という。）の指示又は承諾があるときを除き、個人情報をこの契約の目的以外に

利用し、又は第三者に提供してはならない。 

第５ 収集の制限 

乙は、個人情報を収集するときは、業務を処理するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により

収集しなければならない。 

第６ 複写等の禁止 

乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、個人情報を複写し、複製し又は持ち出してはならない。 

第７ 再委託の禁止 

乙は、委託業務の全部を一括して第三者に委託してはならない。 

２  乙は、委託業務の一部を乙以外の第三者に委託することができる。この場合において、乙は当委託に係る

業務遂行能力を持つ者を責任を持って選定することとし、事前に書面にて甲の承認を得なければならない。 

３  乙は、前項に基づき甲の承認を求める場合は、再委託の内容、再委託先、その他再委託先に対する管理

方法等を書面で提出しなければならない。 

４  ２ 項の規定により乙から委託を受けた者は、本委託契約により乙が履行すべき義務と同等の義務を負うも

のとし、乙は、その旨明記した書面を乙及び当該委託業務を受けた者との連名で甲に提出しなければなら

ない。 

５  乙から当該委託業務を受けた者がさらに他の第三者に委託してはならない。 

第８ 取扱者への周知 

乙は、業務の処理に当たって個人情報を取り扱う者に対し、個人情報の保護に関して必要な事項を周知

しなければならない。 

第９ 業務完了後の取扱い 

乙は、業務が完了し、又はこの契約を解除されたときは、遅滞なく個人情報に関する記録を甲が利用可

能な状態とし記録の属性一覧（項目名、形式、桁数等）及びコード表とともに甲に返還しなければならない。

ただし、甲が別に指示したときは、その指示に従うものとする。 

第１０ 処理状況の報告等 

甲は、必要と認めるときは、乙に対して個人情報の処理状況について調査し、又は報告を求めることがで

きる。 

第１１ 事故報告 

乙は、この特記事項に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあるときは、速やかに甲に報告し、甲の

指示に従うものとする。業務が完了し、又はこの契約を解除された後においても同様とする。 

第１２ 損害賠償 

乙がこの特記事項に違反し、その違反により甲に損害が生じたときは、乙はその損害を賠償しなければな

らない。業務が完了し、又はこの契約を解除された後においても同様とする。 

２ 前項の規定による賠償の額は甲、乙協議して定めるものとする。 
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